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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

2022 年 6 月 23 日 

      再開発勉強会有志 

【かわら版第 32号】   

準備組合の「不安を煽る手口」にご注意！  
 

     
 

１年が経過した今も再開発への同意は集まりません！ 
 

その現状に焦りを感じたのか、最近、準備組合の勧誘活動は 

ますます強引さが増し、遂に一線を越えてしまったようです。 

彼らが配布する「まちづくりニュース」その他の資料を読むと、 

地震や火災など防災上の不安を過度に煽る記載が満載です。

これではまるで「悪徳シロアリ業者」と同様の「不安商法」です！ 

あまりの露骨さに「準備組合は防災上の不安を過度に煽り、住

民を不安に陥れている」として、先日、地権者有志が港区長に

対し業者へ行政指導を行うよう要請状を提出しました。（添付） 
 

私たち三田五丁目の地権者は、何十年もの間、世代をまたがり

この地で平穏な生活を送ってきました。それがある日突然、 

住友不動産がこの地にやって来て以来、私たちは連日再開発

への勧誘を受けるようになったのです。彼らは私たちが同意す

るまで何度も勧誘にやって来る。それだけでも迷惑なのに、あろ

うことか今度は防災面への不安を過度に煽り始めた。 

私たちはこのようなやり方を見過ごすわけには行きません！ 



 

 

 

2 

 

三田５丁目は本当に危険地帯なのか？ 
 

いいえ、当地は決して準備組合が誇張するような危険地帯では

ありません。東京都の調査結果がそのことを裏付けています。 

本年４月９日発行の「かわら版 27号」でもお伝えしていますが、 

東京都は「三田５丁目」を含む都内 5,177の町丁目を対象に 

「災害危険度」を５段階で評価し、その結果を「災害危険度一覧」

として公表しました。三田５丁目の災害危険度は以下の通り。 

 
都は災害危険度を、最も高い「ランク 5」から最も低い「ランク 1」へと 5 段階で評価 

（出所：東京都都市整備局ホームページ） 

 

これが東京都発表：三田 5 丁目の災害危険度だ！ 
 

  建物倒壊危険度 火災危険度 災害時活動困難度 総合危険度 

町名 ランク ランク ランク ランク 

三田 

5丁目 
3 2 2 2 

（都は災害危険度を、最も高い「ランク 5」から最も低い「ランク 1」へ 5段階で評価） 

 

ご覧の通り、三田 5 丁目は、「まちづくりニュース」が報じたよう

な「災害時の危険性が特に高いエリア」には該当しないことがお

わかり頂けます。 
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日経新聞も港区内に高危険度地域は無い！と報道  
 

日本経済新聞も本年 3月 4日付朝刊で、都の災害危険度調査

に触れており、「危険度４～５と判断された地域は都心３区（港、

千代田、中央）には一つもなかった」と報じています。 
 

都の「都心南部直下地震」の被害想定でも最少！ 
 

東京都は 5月 25日に「都心南部直下地震」(品川区と大田区の
境界を震源とするマグニチュード 7.3)の被害想定で予測される

焼失棟数(別図)を発表しましたが、そこでも当地を含む港区周

辺は都内最少レベル(250m四方当たり 0～1棟)とされました。
改めて都は当地の危険度が低いことを再確認したのです。 
 

まとめ   
「東京都による三田５丁目の災害危険度調査結果」 

一方では 

「準備組合が煽る災害への不安」  
皆さまはどちらを信じますか？ もうお分かりだと思いますが、 

準備組合は「必ずしも正確ではない情報」を発信することがある

のでご注意下さい。準備組合は、自らが再開発と言う公共性の
高い事業の窓口であると自負するのであれば、「無責任な情報」

や「地権者を不安に陥れるような行為」は今後慎むべきです。 

むしろ準備組合は再開発後の高層マンションの災害脆弱性に
触れるべきです。災害時のエレベーターや電気・上下水道の停

止、火災時の高層階住民の避難等、課題は山積だからです。 

今の暮らしの中では、私たちにこのような問題は存在しません。 
 
最後になりますが、防災対策に「絶対安心」はありません！ 
「高危険度地域でない」からと言って安心せず、日頃から災害へ

の備えをしておくことが今は何よりも大切ではないでしょうか？  
 
(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp) 

mailto:h7835575@yahoo.co.jp
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2022 年 6 月 15 日 

港区長 武井雅昭 殿 

 

住友不動産及び準備組合による不安商法の懸念について 
 

私たちは住友不動産が主体となり再開発を計画中の三田五丁目西地

区に戸建て住宅を所有する地権者有志です。 

最近、住友不動産並びに同社が実質的に主導する「準備組合」では 

住民を再開発へ誘導する目的で「防災上の不安を過度に煽る」行為

が散見され、世間で問題視されている「不安商法」に該当するので

はと懸念しています。 

当地区は典型的な木造密集住宅区域ではありますが、東京都都市整

備局の「災害危険度調査」では、全ての項目で「危険度が５段階評

価中 2～3」で危険性が特に高いエリアではないとされており、ま

た当該調査を取り上げた本年 3 月 4 日付日本経済新聞（朝刊）で

も、「都心３区（港、千代田、中央）には危険度 4～5 と判断され

た高危険度の地域は一つもなかった」と報じています。 

平穏な日々を過ごしている地域住民を過度に不安に陥れようとする

手法は改めるべきですので、一度ご担当部局にて住友不動産並びに

関係先の準備組合へ行政指導をお願い出来れば幸甚です。 

よろしくお願い致します。 
以上 

(添付)  

● 準備組合発行「まちづくりニュース」2022.3 月号の一部 

● 準備組合発行「まちづくりニュース」2022.6 月号 

 

有志代表：港区三田５丁目 XXXXXXXXXXXXXX 
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